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研究成果の概要（和文）：本研究は日本の中近世人骨のライフヒストリーの研究を進めた。形態学的な手法を中
心に古人骨の生老病死に迫るのが本研究の目的である。生物考古学の先進的知見から総説論文やアウトリーチプ
ログラムの研究まで幅広く行い、日本における生物考古学や古病理学の普及や発展に努めた実績は顕著である。
本研究は、生物考古学が問題とするテーマへの方法論の洗練を模索し、近代以前の社会において、人々がどのよ
うに生き病気にかかり死を迎えていたか，当時を生きた人体の一部である骨から実証的に解明を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reveal life history patterns of the 
medieaval and early modern Japanese. The methodology of this study is morphology and pathology, but 
it also includes stable isotople and molecular biology. This study yielded new findings of 
bioarchaeology that refine our understanding life and death situations of premodern Japanese.

研究分野： 人類学

キーワード： 生物考古学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
多様な考古学的背景を持つ資料を最先端の研究手法から分析することで，本研究課題に学際的な視点を加えるこ
とができ，さらに多様な考古学的背景を持つ資料から現生人類のライフヒストリーの普遍性を抽出することで，
人類史復元に資する研究成果を求めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者と研究分担者は，中近世人骨の古人口学や古病理学の先駆的研究から，当時の都市
居住民の生活を復元した。その結果，（1）鎌倉市由比ヶ浜地域の中世人骨の生老病死を実証した
研究では，日本の人類集団の中でもっとも若齢個体の頻度が高く，特殊所見として栄養障害の痕
跡や刀創が多数発見された。これらの所見は中世鎌倉の都市化による生活環境の悪化を原因と
想定して矛盾がなく，中世における危機的な健康状態を指摘した最初の研究である。次に，（2）
東京都一橋高校遺跡から出土した江戸時代人骨の古人口学的研究では，近世江戸の都市住人の
短命傾向を明らかにした。そして，この新知見と古病理学の所見と合わせて考察を行い，近世都
市の発展がヒトの生活環境の悪化と死亡率の上昇を導いた可能性を指摘した。続いて，(3）同遺
跡人骨の炭素・窒素同位体分析から食性復元を試みた研究では，江戸時代人の離乳完了が 3～4
歳までかかるという長期の授乳期間を実証することに成功した。これは，徳川日本の低出生力の
一因を長期の授乳慣行に求める歴史人口学の仮説を支持する結果として重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，中近世日本人のライフヒストリーについて，人類学や生物学の多面的な角度

から網羅的に分析を行い，我々の遠い祖先の生と死の姿を明らかにしたい。本研究は，中近世都
市遺跡から出土した人骨，特に先行研究ではアプローチが難しかった未成人骨を分析対象に含
めた。最近 10 年間，研究代表者・研究分担者のもとで数千点を超える中近世人骨資料の蓄積が
あり，未発表資料を用いた体系的なライフヒストリー研究が可能である。また，研究代表者・研
究分担者の着実な研究実績から，多面的な研究手法の導入が実現可能である。 
 
３．研究の方法 
本研究は，多様な考古学的背景を持つ古人骨を分析対象に含め，以下のテーマに対して，人類

学の先端研究の様々な角度から中近世日本人のライフヒストリーを明らかにする。 
古人骨の人口構造の復元：骨から死亡年齢を推定する具体的な方法として，まず，死亡年齢既

知の骨格標本や幾何学的形態測定学的アプローチを用いて，骨の形態的特徴と年齢との関連を
明らかにする。次に，ベイズ推定や最尤推定などの数理的アプローチを適用し，年齢が未知の標
本の死亡年齢を推定する。古人口学の最新の方法を骨資料に適用し，死亡年齢の推定を行う。さ
らに，遺跡から出土した資料が当時の人口構造を反映しているかを検証するため，江戸時代の宗
門改帳や過去帳に残された人口調査の記録との比較検討も行う。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果の一例は、中世から近代までの日本人のライフヒストリーを解明することによ
り、産業革命黎明期に日本人の健康状態が悪化したという成果である。 
 日本では1185年から1867年にかけて武士による封建社会が築かれた。江戸時代（1603～1867）
は軍事政権下であるものの平和で経済的な発展があった時代である。封建制度が崩壊後、明治時
代（1868～1912）には産業革命が起こり、殖産興業や富国強兵を目的に著しい経済発展を遂げた。
電報、鉄道、郵便制度、力織機などが日本に導入され、文明開化がスローガンとされた。この時
期の産業の発展は技術革新や産業構造の変化を伴うものであり、明治維新と呼ばれる。しかし、
産業の発達が人々の生活や健康に与えた影響については分かっていない。その理由は産業革命
の黎明期の健康状態の調査は江戸時代や 20 世紀以後と比較して少ないからである。 
本研究は、古人骨の死亡年齢分布の分析から、近代以前の日本の産業化や都市化が人々の健康

状態に与えた影響を明らかにすることである。中世 (1185～1573)、江戸時代 (1603～1867)、明
治時代(1868～1912)の古人骨を対象に、死亡年齢分布の時代変化を明らかにすることで、産業
化・都市化と人々の健康状態の相関関係を明らかにした。 
 産業化・都市化が生活環境に与えた影響は単純ではない。産業化・都市化が人々の死亡率や身
長の改善に寄与するためにはマクロ経済学的な成長が公衆衛生、医療サービスに投資される場
合に限るものである。ここで、本研究の仮説は日本の産業化や都市化が人々の生活環境を悪化さ
せたということである。もしこの仮説が正しければ、江戸時代の都市部や産業化が進んだ明治時
代の若年の個体数の割合が多くなることになる。 
 本研究の資料は 15 歳以上の 881 体の古人骨である。中世（166 体）、江戸時代（563 体）、明治
時代（152 体）の資料である。本研究の資料に 14 歳以下の未成人を含めなかった理由は、子ど
もの骨は小さくて壊れやすく、死亡年齢構成を復元するときに若齢者を過小評価する可能性が
あるためである。 
 対象としたのは 15 歳以上の個体であり、腸骨耳状面と恥骨結合面から死亡年齢分布の推定を
行った。まず、古人骨の死亡年齢の推定は、個体ごとの腸骨耳状面や恥骨結合面の年齢指標段階
を求めた。次に、集団における骨年齢段階の個体数分布の集計を行い、その分布を遺跡間で比較
を行った。 
本研究の結果、下記の知見が得られた。（1）中世人は農村部の江戸時代人に比べて骨年齢段階

が高い個体が少なかった。（2）明治時代人は中世人や江戸時代人と比べて骨年齢段階が低い個体



が多かった。（3）都市部の江戸時代人は農村部に比べて骨年齢段階が高い個体が少なかった。 
以上、都市部の江戸時代人は農村部よりも短命傾向があり、明治時代人はいずれの時代よりも短
命傾向があることが明らかになった。古代人の死亡年齢構成の現実は検証しようがない問題点
があるものの、本研究では方法論に問わず一貫した成果が得られている。すなわち、日本人は中
世以降、明治時代で最も短命であるという点と江戸時代の都市部では農村部よりも短命である
という点である。 
 この結果は日本人の身長の時代的な変化を明らかにした先行研究と矛盾しない。古人骨から
身長を推定した平本の研究は、明治時代（男性 155.3cm、女性 144.8cm）が日本人の身長の中で
も最も低身長であることを示した。身長は栄養状態の指標であり、それが明治時代でもっとも低
身長であった。これは本研究で得られた結果と矛盾しない。明治時代の短命傾向は 3つの異なる
年齢の指標やベイズ推定の結果でも一貫しており、これらの結果は明治時代における劣悪な生
活環境を示唆する証拠である。 
 興味深いことに、産業化が身長の低下を導いたのはイギリス、アメリカ、ドイツにおいても確
認されており、いずれも産業革命の黎明期に起きていることである。これは産業化に伴う都市の
人口集中、未知の病気への暴露、環境汚染が契機であり、欧米のみならず日本でも当てはまると
いうことになる。 
ここで、産業化や都市化はどのように日本人の健康状態を悪化させたのであろうか。繊維産業

に従事する女工の劣悪な生活環境を取り上げるまでもなく、農村部から都市部への労働力の移
動によって、感染の機会が少ない人々へも結核が広がる契機となった。明治時代は日本の産業革
命の始まりでありながら、西洋化した医学の導入や発展は庶民の生活環境の改善には貢献せず、
産業革命はむしろ人々の健康を悪化させていった。高い出生率と低い平均寿命（乳幼児死亡率が
高いことによる）の関係は産業革命が進んだ明治時代においても生活環境が劣悪であるという
ことを示すものである。それゆえに、産業革命が始まった明治時代において若年個体の死亡率の
高さと低身長が現れたと推察することができる。 
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